

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では実際にどのような調査研究をしているのかお見せしましょう。これは東日本大震災を機に東北地方の海洋生態系を調査するために建造された東北海洋生態系調査船「新青丸」です。最先端の機能を持った調査船です。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは環境調査です。これは水質調査の一つの方法を示した写真です。熱くても寒くても海に出て海の状況を定期的に調べていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　生態系調査のもっとも基本となる方法は潜水調査です。潜水して実際に海藻群落の様子やそこに生息するアワビなどの貝類、ウニなどの棘皮動物、魚類などの生息数や生理的状態を調べています。
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